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だが、わたしは今日も明日も、その次の日

も自分の道を進まねばならない。預言者が

エルサレム以外の所で死ぬことは、ありえ

ないからだ。 

   （ルカによる福音書13章33節） 

 

 

ファリサイ派の人々が何人か近寄って

来て、イエス様に言いました。「ここを立

ち去ってください。ヘロデがあなたを殺そ

うとしています。」 

 

ファリサイ派の人々は、イエス様が自分

たちの近くにいると自分たちにも危害が

及ぶと感じ、イエス様を排除しようとした

ようです。そしてヘロデは、イエス様がい

ることで自分の心が乱されると思い、イエ

ス様を殺そうとしていました。 

 

このファリサイ派の人々とヘロデの姿

は、わたしたちの姿と重なります。わたし

たちはイエス様を受け入れたものの、その

言葉によって自分が苦しくなったら言っ

ていないでしょうか。イエス様、ここを立

ち去って下さい。ここから出て行ってくだ

さいと。 

 

また、自分の安らぎだけを求めて、イエ

ス様の言葉がその安らぎを犯そうものな

ら、その言葉を頭の中から抹殺してしまう、

ヘロデのようにイエス様の言葉を殺そう

としてはいないでしょうか。 

 

しかし、そのような人々の姿に気づきな

がらも、イエス様は言われます。「わたし

は今日も明日も、その次の日も自分の道を

進まねばならない」と。「ねばならない」

と訳されている言葉には、神さまの意志を

表す語が

用いられ

ています。

つまりイ

エス様は、

神さまの

意志によ

って、今日

も、明日も、その次の日も、ご自分の道、

十字架に向けて進むのです。それは何故で

しょうか。それはほかならないわたしたち

のためなのです。十字架の死によって、わ

たしたちを救うためでした。 

 

どれだけ人間がそっぽを向いたとして

も、イエス様を邪魔者扱いし、神さまの手

を離し、自分の力で生きていくと息巻いた

としても、神さまは何度だって、こっちに

きなさい、わたしの元においで、と呼びか

け、心の扉をノックし続けてくださるので

す。 

 

イエス様の十字架、それは神さまの憐れ

みであり、わたしたちを生かしたいと願う

神さまの意志です。今日も、明日も、その

次の日も、わたしたちのために十字架へと

歩まれる、そのイエス様の歩みに心を留め、

わたしたちも共に歩む者となりましょう。 

 

神さまはいつもあなたを呼んでおられ

ます。 
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